
　は問い合わせ先です

D o you know?

く
ら
し
の
ヒ
ン
ト
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問
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
室

　

0
２
２
―

０
７
８
３

　
（
相
談
日　

月
・
水
・
金
９
時
〜
16
時
）

お　

な　

や　

み

「
裁
判
員
制
度
と
は
？　
そ
の
２ 

」

　

６
月
の
市
議
会
定
例
会
は
６
月
11
日

（
月
）開
催
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
議
会
運
営
委
員
会
で

決
定
し
ま
す
の
で
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
白

石
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
市
議
会
の

ペ
ー
ジ
」
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
議
会
事
務
局　

0
２
２
―
１
３
５
１

　

平
成
20
年
３
月
の
新
規
中
学
校
・
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
求

人
の
受
け
付
け
を
６
月
20
日（
水
）か
ら

始
め
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
規
学
卒

者
を
対
象
と
し
た
採
用
計
画
に
つ
い
て

早
期
に
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
し
て
、
１

人
で
も
多
く
の
求
人
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
石
職
業
相
談
部
門

　

学
卒
担
当　

0
２
５
―
３
１
０
７

■
国
民
健
康
保
険
税
の
２
割
軽
減
の
申

請
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
前
年
中
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
国
民
健
康
保

険
税
の
負
担
を
軽
く
す
る
軽
減
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
一
年
間
に

納
め
る
国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得
割

額
や
資
産
割
額
、
均
等
割
額
（
１
人
当

た
り
の
額
）、
平
等
割
額
（
１
世
帯
当

た
り
の
額
）
の
合
計
額
で
す
。
そ
の
う

ち
、
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が
軽
減
の

対
象
と
な
り
ま
す
（
次
表
参
照
）。

　

６
月
１
日
現
在
で
、全
国
一
斉
に
卸
・

小
売
業
事
業
所
を
対
象
と
し
た
「
平
成

19
年
商
業
統
計
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
業
、
小

売
業
を
く
ま
な
く
把
握
し
て
、
事
業
所

の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
な
ど

を
全
国
、
地
域
ご
と
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
情
報
課　

0
２
２
―
１
３
２
４

　

梅
雨
で
長
雨
の
降
る
６
月
は
、
が
け

崩
れ
や
地
滑
り
な
ど
の
土
砂
災
害
の
多

い
時
期
で
す
。
が
け
崩
れ
は
突
然
起
こ

る
こ
と
が
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
た

め
、
人
家
の
近
く
で
起
こ
る
と
逃
げ
遅

れ
る
人
が
多
く
、
死
者
の
出
る
割
合
も

高
く
な
り
ま
す
。災
害
が
起
き
た
と
き
、

家
族
全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
避
難
先
を
決
め

て
お
く
と
と
も
に
、
雨
や
台
風
、
地
震

な
ど
の
情
報
に
常
に
注
意
し
、
危
険
を

感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
と
き
は
特
に
危
険
！

・
斜
面
か
ら
急
に
水
が
わ
き
出
す
。

・
斜
面
か
ら
小
石
な
ど
が
落
ち
て
き
た
。

・
石
垣
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
に
、

ず
れ
や
は
ら
み
、
亀
裂
が
生
じ
た
。

問
建
設
課　

0
２
２
―
１
３
２
６

●
２
割
軽
減
は
申
請
が
必
要
で
す

　

２
割
軽
減
を
受
け
る
に
は
、
申
請
書

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
対
象
と

な
る
方
に
は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
７
割
・
５
割
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
申
請
は
不
要
で
す
。

●
申
請
受
付
期
間
（
期
限
厳
守
）

　

６
月
15
日（
金
）〜
７
月
２
日（
月
）

※
土
・
日
を
除
く
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
軽
減
制
度
は
所
得
の
申
告
を
し
て
い

る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
申

告
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め

に
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
１
世
帯

当
た
り
の
「
医
療
給
付
費
分
」
の
課
税

限
度
額
が
53
万
円
か
ら
56
万
円
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
分
か
ら
の

適
用
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
庁
舎

１
階
の
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

６
月
は
、２
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
、

４
カ
月
分
の
児
童
手
当
が
振
り
込
み
に

な
り
ま
す
。
６
月
５
日（
火
）以
降
、
該

当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
万
一
振
り
込
ま
れ
て
い

な
い
場
合
な
ど
は
、
子
ど
も
家
庭
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
家
庭
課
総
務
係

　

0
２
２
―
１
３
６
３

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
が
役
所

の
仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や

納
得
で
き
な
い
こ
と
、
要
望
す
る
こ
と

な
ど
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
を
主
な
仕

事
に
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
４
月
１

日
付
け
で
、
総
務
大
臣
よ
り
次
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

・
島
貫　

征
夫
さ
ん

　
（
白
石
市
大
鷹
沢
三
沢
字
古
内
21
）

・
梶
川　

み
つ
子
さ
ん

　
（
白
石
市
越
河
五
賀
字
南
原
５
）

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
定
例
相
談　

毎
月
１
回
、
中
旬
に
実

施
し
て
い
ま
す
。広
報
し
ろ
い
し
内「
お

知
ら
せ
特
急
便
」に
相
談
日
を
掲
載（
今

月
は
31
ペ
ー
ジ
）
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　

0
２
２
―
１
３
１
４

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
続
き
は
、
現
在
支
給
を
受
け

て
い
る
方
の
所
得
や
養
育
状
況
な
ど
を

届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
、
次
回

の
支
払
い
分
か
ら
児
童
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
６
月
中
旬
に
現
況
届
の
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
期
間
・
時
間　

６
月
15
日（
金
）〜

６
月
29
日（
金
）、８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

●
受
付
場
所　

市
庁
舎
１
階
子
ど
も
家
庭
課

●
持
参
す
る
物

①
現
況
届

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

③
受
給
者（
保
護
者
）の
健
康
保
険
証
の
写
し

※
受
給
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
被
用

者
で
あ
る
場
合
に
提
出
が
必
要
で
す
。

④
平
成
19
年
度
の
所
得
証
明
書

※
１
月
１
日
時
点
で
白
石
市
に
住
所
が

な
か
っ
た
方
の
み
。
未
申
告
の
方
は

確
定
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
①
〜
④
以
外
に
も
、
必
要
に

応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

問
子
ど
も
家
庭
課
総
務
係

　

0
２
２
―
１
３
６
３

　

先
月
号
で
は
裁
判
員
制
度
の
目
的

や
裁
判
員
の
選
出
方
法
、
裁
判
員
に

な
る
た
め
の
資
格
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
引
き
続
き
裁
判
員
制
度

の
概
要
と
し
て
、
裁
判
員
の
参
加
す

る
事
件
や
そ
の
仕
事
の
流
れ
に
つ
い

て
、
最
高
裁
判
所
、
法
務
省
、
日
本

弁
護
士
連
合
会
が
合
同
で
作
成
し
た

「
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
」
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

事
前
に
裁
判
員
制
度
を
理
解
し

て
、
選
ば
れ
た
と
き
に
安
心
し
て
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
、
ど
の

よ
う
な
事
件
で
す
か
？

①
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺
人
）

②
強
盗
が
人
に
け
が
を
さ
せ
る
か
、

あ
る
い
は
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
強

盗
致
死
傷
）

③
人
に
け
が
を
さ
せ
、
そ
の
結
果
、

死
亡
さ
せ
た
場
合
（
傷
害
致
死
）

④
ひ
ど
く
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
、
自

動
車
を
運
転
し
て
人
を
ひ
き
、
死

亡
さ
せ
た
場
合（
危
険
運
転
致
死
）

⑤
人
が
住
ん
で
い
る
家
に
放
火
し
た

場
合
（
現
住
建
造
物
等
放
火
）

⑥
身
代
金
を
取
る
目
的
で
人
を
誘
拐

し
た
場
合
（
身
代
金
目
的
誘
拐
）

⑦
子
ど
も
に
食
事
を
与
え
ず
、
放
置

し
て
死
亡
さ
せ
た
場
合
（
保
護
責

任
者
遺
棄
致
死
）

■
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？

①
公
判
に
出
席
す
る

　

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
、
裁
判
官

と
一
緒
に
刑
事
事
件
の
審
理（
公
判
）

に
出
席
し
ま
す
。

　

公
判
は
、
で
き
る
限
り
連
続
し
て

開
か
れ
ま
す
。
公
判
で
は
、
証
拠
と

し
て
提
出
さ
れ
た
物
や
書
類
を
取
り

調
べ
る
ほ
か
、
証
人
や
被
告
人
に
対

す
る
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。
裁
判
員

か
ら
質
問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
評
議
・
評
決
を
行
う

　

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
事
実

を
認
定
し
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪

か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に

す
べ
き
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
議
論

（
評
議
）
し
、
決
定
す
る
（
評
決
）

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

有
罪
か
無
罪
か
、
ま
た
、
有
罪
の

場
合
に
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
に

つ
い
て
の
裁
判
員
の
意
見
は
、
裁
判

官
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

③
判
決
宣
告

　

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で

裁
判
長
が
判
決
の
宣
告
を
し
ま
す
。

　

裁
判
員
と
し
て
の
仕
事
は
、
判
決

の
宣
告
に
よ
り
終
了
し
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
20
歳
に
な
る
と
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
所
得
が
な
く
、

国
民
年
金
を
納
め
る
の
が
困
難
な
学
生

の
た
め
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。申
請
は
毎
年
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

大
学
や
大
学
院
、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
（
学
校
教
育
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の

課
程
）
に
在
籍
し
て
い
る
学
生

●
手
続
き
に
必
要
な
物　

学
生
証
、印
鑑

■
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
一
般
の
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
方
の
た
め
に
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
免
除
の
種
類　

全
額
免
除
、
４
分
の

３
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除

※
７
月
か
ら
免
除
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。
免
除
期
間
は
７
月
か
ら
平
成
20

年
の
６
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
年
金
請
求
・
受
給
に
関
す
る
相
談
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
で

●
年
金
請
求
な
ど
に
関
す
る
相
談

　

0
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

●
年
金
受
給
し
て
い
る
方
の
相
談

　

0
０
５
７
０
―
０
７
―
１
１
６
５

問
大
河
原
社
会
保
険
事
務
所

　

0
０
２
２
４
―
５
１
―
３
１
１
１

　

市
民
課　

0
２
２
―
１
３
１
２

　

石
川
県
共
同
募
金
会
で
は
、
今
年
３

月
25
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の

災
害
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
義
援
金
は
「
義
援
金
配
分

委
員
会
」
に
集
約
し
、
被
災
対
象
地
に

配
分
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
口
座
な
ど

　

口
座
名
義
は
「
社
会
福
祉
法
人
石
川

県
共
同
募
金
会
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

送
金
手
数
料
や
郵
便
料
金
は
免
除
扱
い

に
な
り
ま
す
。

・
郵
便
局

　

口
座
番
号
０
０
７
８
０
―
６
―
３
２
０

・
北
國
銀
行
県
庁
支
店

　

口
座
番
号
（
普
）
１
０
２
５
３
２

※
郵
便
振
替
か
ら
振
り
込
む
場
合
は
、

通
信
欄
に
「
能
登
半
島
地
震
災
害
義

援
金
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
現
金
書
留
の
場
合
の
送
金
先

　

受
付
期
間
内
は
郵
便
料
金
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

〒
９
２
０
―
８
５
５
７

石
川
県
金
沢
市
本
多
町
３
―
１
―
10

石
川
県
社
会
福
祉
会
館
内

社
会
福
祉
法
人
石
川
県
共
同
募
金
会

※
あ
て
名
の
と
こ
ろ
に
「
救
助
用
」
と

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
終
了
日　

９
月
28
日（
金
）

問
白
石
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

　
（
白
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

0
２
２
―
５
２
１
０

●軽減の基準
軽減割合 国の示す軽減基準額など 申請

7割軽減
納税義務者および国保加入者
の前年中の合計所得額が33万
円以下

不要

5割軽減

納税義務者および国保加入者
の前年中の合計所得額が33万
円＋（24万５千円×納税義務者
を除く被保険者数）以下

〃

2割軽減
納税義務者および国保加入者の
前年中の合計所得額が33万円
＋（35万円×被保険者数）以下

必要

６
月
１
日
現
在
で

商
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

学
生
の
皆
さ
ん
へ

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険
税
の
２
割
軽
減
申
請
は
お
早
め
に

問
税
務
課
国
民
健
康
保
険
税
係　

0
２
２
―
１
３
１
３

今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

「
能
登
半
島
地
震
災
害
」
義
援
金
を

募
集
し
ま
す

新
規
学
卒
者
の
採
用
計
画
は

お
決
ま
り
で
す
か
？

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い


